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要約 

 

 本論文では、J リーグのチームを応援しているファンの意識や行動を調査し、スタジアム

で観戦することやチームを応援することは、ファンの生活のなかにおいてどのような意味

を持っているのか、またどのような機能を持っているのかについて考察している。 

 まず、スポーツを観るということについての先行研究にくわえて、デュルケーム

（1912=2014）の聖と俗についての理論や、シュッツ（1962=1985）の多元的世界の理論を

検討して、日常的な出来事と非日常的な出来事の区別について検討している。また、スタジ

アムという空間を考えるために、磯村（1968）とオルデンバーグ（1989=2013）の「第三空

間」や「サードプレイス」の概念の特徴をまとめた。 

 つづいて、ファンの聞き取り調査の分析を行っている。観戦のきっかけについては、偶然

性の高いきっかけでスタジアムに初めて足を運んでから、ファンの応援やスタジアムの雰

囲気に魅力を感じて継続的に観戦に行くようになった様子が分析された。また、スタジアム

にひとりで観戦するファンが楽しめる場所としての機能があることや、既存の人間関係を 

深める機能があることが分析された。また、意識としては、「ウチ」や「サポーター」など

の表現に注目し、自分をチームの一員だとみなす「主体的意識」と、チームのことを客観的

に捉える「客体的意識」の 2 つのタイプの意識をもつファンがいることがわかったが、この

ファンの 2 つのタイプは関心の大きさの違いではなく、関わり方や捉え方の違いであるこ

とがわかった。ファンとしての経験が彼らに与えた変化として、①今まで関わりを持たなか

った人との交流が生まれたこと、②生活のなかでの楽しみが生まれたこと、③J リーグのタ

イムスパンにあわせた生活になったこと、の 3 点を挙げた。 

 以上から、スタジアムにおけるファンの特徴を①匿名の親密性、②ファンの生活に織り込

まれる継続性、③応援すること自体の自己目的性だとした。そして、多元的現実論などとの

比較をしながら、サッカーファンにとってのスタジアムのような、普段とは違う価値観や社

会関係をもつ空間を、「標準の生活空間」と対比して新たに「獲得」される「社会的意味空

間」と定義している 

 最後に、ファンにとってのスタジアムという社会的意味空間が持つ機能や可能性につい

て検討し、学校文化や会社文化などの標準の生活空間で生きづらさを感じる人々を支え、受

け入れるサブシステムになり得ることを示している。 
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